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研究成果の概要（和文）：本研究では、森林‐草原モザイク景観の多面的機能の向上に資する生態系管理手法を
検討するために、森林生態系における草本植物および草原生態系における木本植物の生物多様性や生態系機能を
明らかにすることを目的とした。結果、草原利用履歴をもつ人工林の土壌中に地上部植生には存在しない草原性
植物の埋土種子が存在すること、半自然草原に生育する木本植物が虫えい形成昆虫のハビタットとして機能して
いることを明らかにした。これらの成果は、森林‐草原景観において草本植物および木本植物の柔軟な管理をす
すめることが、管理コストの低減および多面的機能の向上につながる可能性を示している。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine an ecosystem management approach for 
forest-grassland landscape for improving ecosystem multifunctionality, by clarifying the 
biodiversity and ecosystem functions of herbaceous plants in forest ecosystems and woody plants in 
grassland ecosystems. This study found that seedbanks of grassland plants that do not appear in 
standing vegetation exist in the soil of plantation forests with a history of grassland use. This 
study also found that woody plants growing in semi-natural grasslands can function as habitats for 
gall-forming insects. These results suggest that flexible management of herbaceous- and woody-plants
 may lead to reduction of management costs and improving multifunctionality.

研究分野： 生態学

キーワード： 生物多様性　生態系管理　半自然草原　埋土種子　土地利用変化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
管理縮小による生物多様性損失に歯止めがかからない二次的生態系において、管理の省力化かつ多面的機能の向
上を実現できる生態系管理への転換は急務である。本研究の成果は、これまで除去・抑制対象であった森林（特
に人工林）に生育する草本植物の生物多様性ポテンシャルおよび半自然草原に定着する木本植物が担う生態系機
能を明らかにしたことで、より柔軟な生態系管理に移行することの重要性を示したものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
管理縮小による生物多様性損失に歯止めがかからない二次的生態系において、管理省力化か

つ多面的機能の向上を実現できる生態系管理への転換が急務となっている。しかし、生態系管理
の現場では、森林では木本植物による炭素蓄積機能、水源涵養機能や土壌保全が期待される一方、
草原では希少な草本植物の生物多様性保全や景観維持が期待され、森林（草原）における草本（木
本）植物の除去・抑制に多大な管理コストが費やされている現状がある。今後、人為管理下で維
持されてきた二次的生態系において生物多様性保全に配慮した生態系管理をすすめるためには、
これまで除去・抑制対象であった木本植物および草本植物が担う生物多様性や生態系機能を見
直し、多面的機能を発揮できる柔軟な景観管理に転換する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、森林‐草原モザイク景観を対象に、森林生態系における草本植物および草原生態

系における木本植物の生物多様性や生態系機能を明らかにすることで、低管理コストかつ多面
的機能の向上に資する生態系管理手法の基盤形成につながる科学的知見を集積する。 
上記の目的を踏まえ、特に以下の 2 つの課題に取り組む。 
 

（1）森林生態系における草本植物の生物多様性評価 
半自然草原は火入れや採草等の人為管理によ
って維持されてきた生物多様性の高い生態系
である。しかし、過去数十年間で管理放棄や
人工林化等によって草原面積は急速に減少
し、多くの草原性種が絶滅危惧種となってい
る。一方、過去に草原であった履歴をもつ森
林において、しばしば草原性植物が生育して
おり、草原の履歴効果が指摘されている。草
原の履歴効果がはたらく機構として①種子供
給源となる地上部個体群が残存している場
合、②土壌中に埋土種子が残存している場合
が考えられる。本研究では、草原利用履歴を
もつ多様な土地利用を対象に植生調査および
埋土種子調査をおこなうことで、地上部植生
および埋土種子に草原性植物が存在するかを検証した。 図 1. 研究目的（1）の概念図  
 
（2）草原生態系において木本植物が担う生態系機能評価 
草原生態系は草本植物が優占する環境であるが、草原に疎らに生育する低木や稚樹などの木本
植物は景観構造の異質性を高め、鳥類や昆虫類にハビタットを提供するなど生物多様性の向上
に寄与することが期待されている。本研究では、これまで木本植物による生物多様性への影響が
ほとんど評価されていなかった伝統的な火入れ管理草原を対象に、木本植物が担う生態系機能
を評価した。 
 
３．研究の方法 
（1）森林生態系における草本植物の生物多様性評価 
過去に草原として利用され、現在の土地利用（管理継続草原、管理放棄草原、常緑性人工林、

落葉性人工林）が異なる調査プロットを計 10 コ設置した。各調査プロットにおいて、斜面上部
から下部にかけてコドラートを設定し、植生調査をおこなった。また、埋土種子調査として、同
プロットから土壌を上層・下層に分けて採取し播出実験をおこなった。 
 
（2）草原生態系において木本植物が担う生態系機能評価 
伝統的な火入れ管理によって維持されている半自然草原 7 カ所を対象に、木本植物の植生調査
をおこなうとともに、木本植物が担う生態系機能としてブナ科の木本植物に形成される虫えい
（タマバチ科）の記録をおこなった。虫えいは植物に固着する性質があるため、植物‐昆虫間の
相互作用を評価する有効な指標と考えられている。 
 
４．研究成果 
（1）森林生態系における草本植物の生物多様性評価 
調査の結果、放棄草原では管理草原と比較して、地上部植生・埋土種子ともに草原性種の種数は
低かった。常緑性人工林および落葉性人工林では、地上部植生の草原性種数は低かった一方、埋
土種子の草原性種数は管理草原と同程度であった。加えて、地上部植生では記録されなかった草
原性種の埋土種子も確認された。一方、管理草原および放棄草原では地上部植生および埋土種子



からともに外来種が出現した。 
本結果は、草原利用履歴をもつ人工林に地上部植生からは消失した草原性種の埋土種子が存

在する可能性を示唆するもので、生物多様性保全に向けた生態系管理として土地利用履歴を考
慮することの重要性を示している。 
 

図 2. 地上部植生調査により出現した植物種数 
 

図 3. 埋土種子調査により出現した植物種数 
 
（2）草原生態系において木本植物が担う生態系機能評価 
木本植物を対象にした植生調査をおこなった結果、全ての半自然草原でヤマハギやバラ科低木
をはじめとする木本植物が定着していることが確認された。また、7調査地のうち 4調査地に虫
えいの寄主となる木本植物（カシワ、クヌギ、クリ、コナラ、ミズナラ）が定着しており、寄主
木本が定着していた全ての調査地から合計 15 種類の虫えいが記録された。虫えいは成長力の高
い植物個体や部位に多く形成されると考えられており、定期的な火入れ撹乱が生じる半自然草
原で萌芽更新を繰り返す稚樹が好適なハビタットとなっている可能性が考えられた。本結果は、
伝統的管理によって維持されている半自然草原に生育する木本植物が昆虫のハビタットとして
機能していることを示している。 
以上の成果より、森林‐草原景観において草本植物および木本植物をより柔軟に管理するこ

とで、管理コストの低減かつ多面的機能の向上につながると考えられた。 
 

図 4.半自然草原の調査地（左）および調査地で記録された虫えいの例（右） 
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